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中国計量 史上 の 貴宝一 新莽嘉量
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　中国計量 史上 、人 の 注 目を集め て い る
一

件 の

標準量器が あ る。当該量器 は王 莽が度量衡改革

を進 め た時頒布 した標準器 の
一

っ で 、重大な歴

史事件 の 実物 証拠 で もあ る 。 そ れ は劉歃が 設 計

し製作を指導 し た 劉敵計量理 論 の 具体的実践物

で あ り、後世の 人 か らは度量衡器の 模範 と見ら

れて い る。そ の 設計は 巧妙 、数学的根拠は 精確、

当時の 科学発 展 の 最高水準を体現 し て い る。そ

の 造型 は 独特で 、鋳造技術 も優れ て お り、中国

古代青銅鋳造技術の 高度発展の 具体的体現で も

あ る 。 それ は世 の 転変を経て 、 しば しば後人の

研究 対象 とな り 、 中国科学 の 発展 を促進 し、
一

時行方不明 にな っ たが 又 復活 し、器 物 上 に は幾

多も の 歴 史集積を有 して い る 。 こ の よ うな貴宝

は 、 そ の 歴史的価値に対 して ど の よ うに評価 し

て も過 分 で はな い
。 当該 量器 とは即 ち台 北 故宮

博物院に現存 して い る新莽嘉量で ある。

王莽が新朝 度量衡制を確立 し頒 布 した標準 器

　西 漢末年 、王 莽が朝政 を握 り、人 々 の 歓心 を

買 っ て 、漢室 政権を簒奪す る輿論 を準備す るた

め に、復古 改 制 を名 と し、当時鐘 律 に通 暁 し た

学者 百 人余 を徴集 し 、 大規模な音 律 と度量衡標

準 の 考訂活 動 を実 施 し た 。
こ の 活 動 の 具 体 的指

導者は 著名 な経学家、律暦学家 の 劉敵 で あ る。

こ の 活動を通 じて 、劉敵 は鐘律 と度量衡に 関す

る理 論を形成 した。劉歃の 理 論は班固 の くく漢書 ・

律暦志》に取 り入 れ られ 現在 まで伝わ り、当該

書の
“
備数 、和声、審度 、嘉量 、権衡

t’
諸篇が

即 ち劉 歃 理論 の 具体 的 内容 で あ る 。 劉 歃等 の 活

動の 基礎 に立 っ て 、王莽は秦、西 漢の 度量衡制

を改革し、古制 を復活す る 目的で 、 新朝度量衡

制 の 詔 書 を作成頒布 し 、

一
群 の 度 量衡標準器 の

製作を 主持 し た。 こ れ ら標 準器 の 何点か は 現在

まで 世に 伝わ っ て い るが 、其の 中で 最 も著名な

もの が即 ち新莽嘉量 であ る。

　王 莽が 確立 し た 度量衡制 の 81 字の 詔 書は 新莽

銅丈 、新莽銅衡杆 と新 莽銅嘉 量等 の 器物上 に鋳

刻 され て お り、詔文 は下 記 の 通 り ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V，〈’

　黄帝は初祖 、 徳は虞に 匝 り、虞帝 （舜） は始
　 　 　 　 　 　 め ぐ

祖 、徳は新に 匝 る 。 歳 （木 星） は大梁 （星 次 の

一
つ ）に在 り［訳者注 ：当時、木 星 は 12 に区切 っ

た星 次 （星の位置）を 1年毎 に移動 し 12 年で天

を
一

周 する と され 、 大梁は真東 を指 し、12行後

に 出 て くる実 沈 は 大梁 の 次 ぎ の 星 次 で 東 南東 を

指す。十干 十 二支で 年号 を示 す代 り に 木星 の 位

置で 年号を示す もの ］、龍 （角 ・亢 ・氏 ・房 ・心 ・

尾 ・箕の 東方七宿の 星 々 ）は 戊辰 （の 方角）に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 たち

集まれ ば、戊辰 直定 し、天 命に し て 民 を有 ち。

七徳に拠 りて （天命）を受け ［訳者注 ：五 行相勝

説 の （木 ・火 ・土 ・金 ・水 ） に よ る徳 、漢 の 劉

氏 が火 徳 で あ り、土徳 の 王 氏 が取 っ て 代 る の は

当然 とす る］、号 を IE し て 真 に 即 く。 建丑 に 改 正

［訳 者注 ： 丑 の 月 を年始 とす る よ うに 暦を改め］

し、長寿龍崇な り。律度量衡を同 じ くし、前人

と稽 当 し、龍は 己 巳 （の 方角）に在 り、歳は実
　 　 や ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わ．t・　　　　　　　　　　　　 L’ニtbt
沈に 次 り て 、初め て 天 下 に 班ち 、万国永 く遵 い 、

子 子 孫孫、亨 け て 億年伝 え よ。

＊

＊ ＊

＊ ＊ ＊

受付 2004 年 9 月 6 日　中国 〈 中国計 量 〉 誌 2003 年 1 月
．
号 に 記載 され た も の の 紹介
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　詔 文 の 大意は 下 記 の 通 り 二 黄帝は 我が 初祖 、

彼 の 徳は虞帝 （舜 ）に集ま り 、 虞帝 は我 が 先祖 、

彼 の 徳 も 又 転 々 と し て 新朝に集ま る ［訳者 注 二黄

帝 も舜 も土徳 で あ る］。 戊辰 の 年 （西漢初始元年、

西暦 8 年）歳星 （木星 ）は運 行 して大梁 の 星 次

に到 り、東方七 宿星 は戊辰 の 方角に集ま り 、 天

下安 定、上天 が我に 土徳を以て 漢を継承 し、新

たな王朝を建立せ よと命 じられ た 。 そ の 天 命 を

受 け 王朝称 謂 を定め て 天 子 に即位 し、丑 の 月 を

年の 始め と し 、 統
一

の 度量衡標準を制定 し 、 精

細に 考察 し て 前人 の 制 度 と合わ せ
、 木 星 が 実沈

の 星次に運 行 した己巳年 （新朝始建国元年、西

暦 9 年） に到 り、新朝 の 度量衡制を天 下 に布告

し、各郡 国に遵守執行す る よう令 し た が 、こ れ

を子 々 孫 々 に 至 る ま で 広 く天 下に 行 ない 億年 に

わた っ て 伝 え よ。

　：E莽は詔書の 中で
“
君権天授

”
の 思想 を宣揚

し 、 新朝 の 度 量衡制 度頒布 を通 じ、彼 が
“
上 天

”

か ら得た 皇権を 体現 し、彼 とそ の 子孫 が 国家 の

長久統治 を実現 し よ うと希望 し た 。

新莽嘉量は 当時の 科学技術最高水準 を体現 して

い る

　劉散は 秦、漢 の 量制を 帰納 し て 設計 し た
“
嘉

量
”

の 原理記録 が 《漢書 ・律暦志》
“
嘉量

”
篇 中

に 在 る ： 量は 、龠、合 、升、斗、斛な り、多少

を量 る手段な り。本、黄鐘の 龠よ り起 き、度数
　 　 　 　 　 　 　 つまび ら か

を用 い て 其の 容 を審に し 、子穀秬 黍を以 て 量 る

は千 二 百粒 で 龠 と し、井戸水 でそ の 水準を 正 す。

龠を合わせ て合 と為 し、十合 を升 と為 し、十升

を斗 と為 し、十 斗 を斛 と為 し、五 量定まる。そ

の 法は 銅 を用い 、
一

辺
一

尺 の 正 方 形あ り て そ の

外 に 円、正 方形 と円の 間に 隙間あ り。そ の 上 を

斛 と為 し、その 下 を斗 と為 し、左 耳 を升 と為 し、

右耳 を合 、龠 と為す。……そ の 円象規、そ の 重

さ二 鈞 、……声 は黄鐘 に 当た り、黄鐘 に始ま り

反 覆す。

　 こ の 文章か ら判る こ とは 、嘉量 は 五 個 の分 量

か ら組成 され 、一個毎に
一

っ の 容量単位 を代表

し 、それ らの進位 関係 は ： 1斛 ＝ 10 斗、 1 斗 ＝ IO

升 、 1升 ；10 合 、 1合 ；2 龠で ある。

　 こ の 5 種 の 量器 は非 常に 巧 妙に 組 合 され て 一

体に な っ て い る。嘉量は 青銅 で 鋳造 され 、主体

は
一個の 大円柱桶 で、桶 の 下 部に

一
っ の 隔板が

有 り、隔板 の 上方 が斛量、下 方が斗量 ；左側の

小 円柱桶は升量 、 底 は下 端に在 る ；右側 は 中に

一
つ の 隔板 が有る小 円柱桶で 、 隔板 の 上 方が 合

量で 、下方が龠量で ある。斛 、升、合三 量 の 口

は上 に向 き、斗 、龠二 量 の 口 は 下 に向 い て い る 。

　嘉量 の
一

単位毎 の 量器 上 に は皆分 銘 が刻 さ

れ 、分銘 に は詳 細に 当該量 の 形制、規格、容量

及び 他量 との 換算関係 が記載 されて い る、例え

ば斛量上 に 刻 された分銘 は ：

　律嘉量斛、
一

辺
一

尺 の 正方形 に て 円は その 外、

　隙聞九厘 五毫 、冥百六十 二 寸 、深 さ
一

尺 、積

　千 六 百 二 十 寸 、容 十斗。

　銘文 中の
“

律
”

は黄鐘律を指す 。 黄鐘律は 古

代十 二 音律 中 の
一

種 で 、古人 は こ れ を極 め て 重

視 し 、それ を万事 の 本で あ る と 認 識 し、度量衡

製作 も当然之 を以て 本 と し た。こ の た め、所謂
“
律嘉量斛

”
の 当該斛 は黄鐘 律に依 っ て制定 さ

れ た とい え る 。

　 で は、黄鐘律は どうして 量器 の 本 とな っ た の

で あ ろ うか 。前 出 の 《漢書 ・律暦 志》 に 二 者 の

関係 が引用 され て い る 二黄鐘 音調 を発す る律管

は丁度 1200粒の 黍を収容す る こ とが 出来、しか

も、
一

龠 も 1200 粒 の 黍 を収 容す る 。 そ こ で 、律

管容 量 が 龠 の 標 準 とな り、龠か ら合 、升、斗、

斛に 至 り、量器は こ の よ うに し て 黄鐘律 と関係

が築 か れ る。ただ 、これ だ けで はな く、さらに

嘉量を敲い た時、黄鐘律音の 高 さの 音を発す る 。

黍を仲介物 と し て 容 量標準 を確 定す る こ とは、

古人の
一

種 の 思い 入 れ で あ り、実際の 操作は非

常に難 しい もの で あ る 。 何故な ら、黍は大きさ

も丸 み も違 い 、1200 粒 の 黍 が 占 め る容 量 で 龠 の

大 き さを確定すれ ば、結果 は非常に 安定性 に 欠

け る もの となる。
“

声 は黄鐘 に 当た る
”
の 説法 も

想像 の 部分 が更に 大 きい 。 そ うは 言 うも の の 、

自然物 を度 量衡標準に する とい う構想 とそ の 追

求 の 方向 は科学に合致 し て い る 。

一102一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

　
“一

辺
一

尺 の 正 方形 而 し て 円は そ の 外
”

は 円

の 内接正 方形で 円の 大 きさを規定 して い るが、

当該量器 の 構造が外 円内方 とは言 っ て い な い。

当時 の 古人 は 円の 直径 を正 確 に 測定す る方法を

知 らな か っ た の で 、そ の 内接 正 方形 の 大 き さを

借 りて 円面積の 大き さを表示 して い た 。 当時、

彼 らは
一
個 の 円 を確定 しよ うとす る時 は、先ず

正 方形 の 尺度 を定め、そ の 後 に外接 円を定 めた 。

古書 《周髀算経》は これ を
“

円は方 よ り出で 、方

は矩 よ り出 づ
”
と総 結 し て い る 。 劉敵 が沿用 し た

の も こ の 伝統 的 方 法で ある 。

　
“

隙間 九 厘五 毫、冥 （冪 ） 百 六 十 二 寸 、深 さ

一
尺 、積千 六 百 二 十 寸、容十 斗 。

”

こ の 文 は深 い

科学内容を包含 し、
“
度数を用 い て其 の 容 を審に

す
”

の 具 体的 体 現 で あ る。所 謂
“
度数 を用 い て

容を審に す
”

は 即ち嘉量に 対 しある種 の鍵 とな

る尺度 を具体的 に 規定 し、こ れ らの 規定 を通 じ

て 嘉量容量が要求 と符合す るこ とを確保 し て い

る。
“
隙間

”
と は 円の 内接 正 方形 の 角頂 か ら斛壁

（円周）の 間の 長 さで あ る。銘文 は 明確 に
“
冥

百六 十二 寸
”

と規定 し、即ち斛量 の 横截面 積を

162 平方寸 と し て い る。こ の よ うに 円底面積 の

寸法を表示す るこ とが非常に必 要で あ り、古人

は已 に 円柱 体容量 は そ の 横截面積 に 高 さを乗 じ

た もの と等 し い こ とを知 っ て お り、故に 深 さ
一

尺 の 状況下 で は 、截面積 が 162 平方寸で あれば、

その 容量が 1620 立方寸を確保 し、1 斛が要求す

る容 量が満 足 され る 。 但 し、もし円の 大 き さ が

“一
辺

一
尺 の 正 方 形 に て 円 は そ の 外

”
で あれ ば 、

そ の 截面積が 162平方 寸となる保 証 は 出来ず、

こ の 時の 円 面積 は 157 平方寸で 、要求す る も の

と比 べ 5 平方寸少ない 。こ の ため 、劉歃 の 推算

に よ り、正 方形 の 対角線両端 に 各 々 9 厘 5 毫を

加 え て 円径 と し、面積 をや っ と合わす こ とが で

きた 。 こ れ が即 ち
“
隙間

”
の 由来で あ る 。

　劉敵が
“
隙間

”
を 9 厘 5 毫 に 定 め た こ とは、

大 変 な こ と で あ る 。 西 漢 の 1 毫 は 現 在 の

0．023mm に 相 当 し、こ の よ うな数 の 読 み 取 り は

非常に 困難で あ る 。こ の た め 、こ の 数値 は 推算

で出 された もの で あろ う。銘 文か ら見て 、彼の

設計思路は先ず斛 量 の 容量 と深 さを定め、こ れ

か らそ の 横截面 積を定め 、更に 面積か ら直径 を

逆算 し、直径 を円に内接す る正 方形で表示出来

る。 こ の よ うな推算過程 で 円周 率に考えが及 ぶ

こ と は 確か で あ る。彼 の 推算過 程をなぞ っ てみ

ると、劉歃が用 い た 円周率は π ≒ 3．1547で ある。

彼が どの よ うな方法 を用 い て こ の よ うな 円周 率

を得た か は 、我 々 に は 未 だ は っ き り し て い な い

が 、嘉量諸数値 の 中に こ の よ うな 円周 率が 包含

され て い る こ とは 、毫 も疑 い の 無 い 所で あ る。

し か も当時 の 科学が彼 に 提供で きた 円周率数値

は 只 の
“
径
一

周 三 （兀
＝3）

”
で し か な く、劉敵

の 設 計 計算 の 科 学造 詣が 非 常に深 い もの で ある

こ とが 判 る。

　新莽嘉量 は 青銅 を用い て 鋳造 され、製作は 非

常に精美で ある 。 当該量器は現在まで 流伝 し、

已 に 2000 年近 い が、依然 と し て 相当完全 な形で

あり、その鋳 造技術 の 優秀 さを証明 して い る。

　新莽嘉量の 設 計 は巧妙 で 、五 量 を合 わせ て
一

器 と為 し ；刻銘は 詳細 を極 め、
一

分量 ご とに 径 、

深 さ、底 面積 の 具体的寸 法 と容 量が 記 され て い

る ；計算は 精確で 、製作 も精緻 で ある。更に
一

定の 質量 も要求 し、《漢書 ・律暦志》に
“
其の 重

さ二 鈞
”

の 記録が 有る 。
っ ま り、こ の

一
器 か ら

度、量、衡 三者の 単位量 値 を得 る 事が 出来る 。

度、量、衡 三者は嘉 量を通 じて 統
一

を実現 し た。

こ の た め、歴代こ の器 を極 め て 珍重 し、中国の

貴宝 と し て きた の で あ る 。

　劉 歌 が こ の よ うな嘉量 を設 計 、製造 し た こ と

は、決 して 容易なこ とで は ない 。彼 よ り以 前 の

標 準器 に 、戦国秦 の 商軼 方升 （十 六 又 五 分 之
一一

立方寸を
一

升 と為す）が 有る。更に 栗氏量が有

る が 、そ れ は戦国時 期 の 理 想的標準量器で 、そ

の 設計規格は ：深 さ
一

尺 、内
一

辺
一

尺 の 正 方形

而 して 円は そ の 外 、そ の 実
一

釜 ；そ の 臀
一
寸 、

そ の 実
一

豆 、そ の 耳三 寸 、そ の 実
一

升 。 重 さ
一

鈞、そ の 声黄鐘 の 宮に 当た る。新莽 嘉量 は 量制

上 16．2 立 方寸 を
一’

升 とす る 商軼 方 升 を 承継

し ；形式 上 は栗氏 量 と相符合 し、更に黄鐘律の

説 を附会 し、当時流行の 哲学観念に迎合 して い
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る 。 更 に重要 な こ とはそ の 尺度、容量、質量の

単位量 値が漢制 と相符合 して い る こ とであ る。

こ の た め、新莽嘉量 の 設 計製作は、当時の 中国

科学技 術が達 した 最高水準を体現 して い る とい

える 。

新莽嘉量の 歴史的価値

　新莽嘉量は後代 に漢代度量衡単位量制 の 実物

標 準を提供 し たが 、歴代 これ に対 し研 究 を加 え

てきた。三国魏 の 時代、数学家 劉徽 は魏尺 で 新

莽嘉量 を測 定 し、斛の 深 さ九寸 五 分五 厘 、斛内

径
一

尺 三 寸 六 分八 厘 を 得た。彼 の 考定 の 結果

は ：魏尺 は劉敵銅斛尺 よ り 4．7％長 く、一
尺 は

24．2cm ；魏斛 も嘉量 よ り 2．6％ 増大 し、一升は

204ml
。 西晋 の 律暦 家 荀劭は音律を調整 す る た

め 、泰始十年 （274 ）新莽銅嘉 量等古器物 を校

正 し、荀劭律尺 （劉敵銅尺 と同 じ長 さ）を作り

出 し 、 又 晋前尺 と称 した 。 南北朝時代 の数 学家

祖冲 之 は 刻苦研鑚 を経 て 、円周 率の 精確 値 を

3．1415926 と 3．1415927 の 間に ある と推算 し、

彼は こ の 値 で新莽銅 嘉量 の 関連数値 を校検 し、

嘉量 斛の 直径理論値は
一

尺 四寸三 分六厘
一

毫九

秒 二 忽、隙間
一

分九毫有余で な けれ ば な らず、

劉歃 の 隙間は理論値 に比 し
一

厘 四毫有余少 な い

こ とを発見 し た。彼 は こ の 事か ら新莽嘉量 は劉

歃の 不 正 確 な計算に よ り製作 され た と指摘 し た 。

唐代 の 律暦家 李淳風 は東周か ら隋代に 至 る 17

朝 27 種類 の 古尺 尺度値 を考察 し、各尺 と新莽銅

斛 尺 、晋 代の 尺 の 尺度 を比 較 し、各代尺度値の

長 さに依 っ て 、そ の 異 同と承伝関係 を分別 し 、

15 等尺 に 分 け、こ の 長 い 歴 史時期 （約 1300 年

余） の 尺 度変化 の 脈絡 を整理 した。こ の 考察の

過 程に あ っ て 、 新莽嘉量は彼 が比較 を進 める上

の 基準で あ っ た。東漢 以 後 の 各代 は皆劉猷創立

の
“
律を以 て 度 を校 し、度 を以 て 容 を審 し、黍

の 容重 を以て度 量衡三個 の標準量 と定め る
”

方

法で 、 度量 衡制 を確 立 して い た。こ の よ うに 、

中国計量発展 の 歴 史に あ っ て 、 新莽嘉量 は重要

な影響を与 えて きた。

　 新莽嘉量 は歴 代重器 として崇 め られ 、皇家の

奥深 く所蔵 されて きた。 さらに史料に依れ ば 、

西漢末には 103 の 郡 国が あ り、嘉量の 銘文
“
初班

天 下
”
を信ずれば、各郡国 に

一式頒布 したこ とに

な り、当時頒布 した度量衡標準器 は少な くとも

百余件あ る こ とにな る 。

　但 し、繰 り返 され た 戦争 、王 朝交替に よ り、

新莽銅嘉量 の 流伝 は 、已 に 追跡が難 しくな っ て

い た。学者の 研 究に依れ ば、魏晋時期に新莽嘉

量 の 行 方に関 する何度か の 記載が有 る 。 魏晋 時

代 の 数 学家 劉 徽が 注を つ けた 《九 章算術》 に、

晋 の 武器 庫に漢時 の 王 莽が作 らせ た銅斛が蔵 さ

れ て い る と何度 も書か れ て い るが 、恐 ら く新莽

嘉量の こ とで あろ う、 しか も彼 自身こ れ に対 し

測定を行な っ て い る ；唐代 顔 師古は 《漢書注》

に 鄭 と い う学者 （魏以 後 の 人）の 言葉 を引用 し

て い る ： 魏晋 尚方 （署） に 王 莽銅斛有 り ；西

晋の 泰始十年 （274）荀劭 が律尺を制作して 嘉量

を測定 した 。 更に 、 東晋 孝武帝太元 四年 （379）、

前秦帝 符堅 が長 安五 重寺に赴 い た時、
‘’
ある人

が
一

個 の 銅斛 （八 十
一字 の 銘辞が有 る）を市で

売 っ て い る
”
の を見 た とあ る。こ れ 以後 、実物を

見聞 した と の 記録 は無 い
。 南北朝の祖冲之 と唐

代 李淳風は嘉量銘 文或い は 《漢書 ・律暦志》の

記載 に よっ て これ に考察を進 め、評述 した も の

で、彼 らが 実物を見た か ど うかは 、 文 献上 で は

判断が つ か な い 。唐宋両代にお い て は、劉敵 の

律度量衡法 が研 究 され た。唐貞観十
一

年 （637）

張文収 が銅斛二 個 を製作 し、
“
斛左右 の 耳 と臀皆

方 （形）
”
とあ るが 、こ れ は あきらか に 嘉量 とは

無関係 で あ る。総章年間 （668− 670 ）に あ る人

が一個 の 円形斛を製作 し たが 、新莽嘉量 を参照

した とは言及 して い な い
。 宋代の 司馬光 と範鎮

が度量衡 を討論 した書信 中に 、新莽嘉量の 実物

が なお 存在 し て い るだ ろ うか と い う疑問 が投げ

か け られ て い る。元 明 両代四 百年 間、新莽嘉量

の 行方は杳 として 知れ なか っ た。清代の 乾隆初

年、内府 に 所蔵 され て い る新莽嘉量 が 発 見 され

た が 、それ が 如何 に し て 清朝廷に 入 っ た の か 、

人 々 に は 今 も っ て 判 っ て い な い 。 乾 隆 九 年

　（1744）、 清廷 は新莽嘉量 を参照 し て 、三個 の

円形、一個の 方形四 件 の 乾隆嘉量 を設計製作 し、
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こ れ を清廷の 権力 と法度 の 象徴と し て
、 円方両

器 を別 々 に 故宮内乾清宮 と太和 殿前 の 亭屋 中に

陳列 し た ［訳者注 ：現存 し て い る］。五 年後 （1749 ）、

乾隆帝勅編の 《西 清古鑑》に故宮蔵 の 新莽嘉量

の 図形 、 寸 法 と銘文 が 記録 され 、新莽 嘉量 に 関

す る消息 が 世人 の 前に 現 われ る よ うに なっ た 。

1911 年、清王 朝が瓦解 し、1924 年 、清廃帝が宮

殿 か ら駆 逐 され 、紫禁城は 故宮博物院に改め る

よ う計画 され た 。

“
清室善後委員会

”
が宮中の 文

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ ん れ い

物財産 を点 検 した時 、坤寧宮 （皇帝 が大婚 の 際

に 用 い る） 後面 の 第三 問神 を祭 る 白肉を煮 る竈

ヒの 脂 ぎ っ た 大 きな鉄鍋の 傍 らで 、煤 に ま みれ

埃 を被 っ ては い る が 、完全 な形 を した新莽嘉量

が 発見 された。こ の 世に も稀な貴重 品 は、
一

千

余年零落 し て い た が 、終に また 陽の 目を見 た の

で あ る 。 新莽嘉量 が 完全 な形 で 世に出た こ とは、

学術界 の 大変 な関心 を惹起 し、当時 の 著名 な学

者 王 国維、馬衡 、劉復、励乃驥等は 詳細な校量

考証 を行 な い 、《新莽嘉量 跋》、《新＃量 考釈》、

《新莽量 の 校 量及 び 推算》、 《新莽量 五 量銘釈》、

《釈灰 （隙間）》等 の 論文を発表 し、新 莽嘉量が

科学技術史上 、数学 、計量等 に与えた影響に対

し、高 い 評価 を下 した、 こ れ らの 研 究中、最 も

重 要な成果は 嘉量 の 実測 を通 じ、か つ 、そ の 銘

文 と相対 照 し た こ とで 、漢代 （新莽）
一

尺 の 長

さ23．1cm を求 め得た こ と で あ る。こ の 標 準 尺 度

を基礎 と し、さらなる考証 を経て 、中 国の 戦 国

時代か ら清代 に至 る 2300 年余 の 各 時代 の 尺 度

値 を実証 し た 。更 に古人 の
“
度 を以 て 容 を審す

”

の 規定に基づ き、各代の 容量単位 量値 を求め得

た こ とであ る。新莽嘉量 の 提供す る権衡標準量

値に 関 して は 、器 物 上 に質量 を記 した 刻銘 が無

く、只 、 《漢書 ・律暦 志》 に
“
其 の 重 さ 二 鈞

”

（60

斤） の 記載を根拠 に
一斤 を 226．7g と算出 した 。

こ の 数値が信ず べ き もの か否か に つ き、人 々 は

再び研究 を進 めた 。 1926年甘粛省定西秤鈎駅で

出土 した新莽権衡標準器の 中に、質量を刻銘 し

た律権石 、律 二 鈞 権、律 九斤 、律六斤、律三 斤

の 五 枚 の銅環権が 有 り、其 の 単位 量値は 算術平

均で
一

斤 245，4g、加 重平 均で 248g であ っ た 。

又 《後漢書 ・礼儀志》の 記載、
“
水

一一
升 、冬重 さ

十 三 両
”
か ら計算で得 た漢 の

．．・
斤 は 246 ．15g と

な る 。
こ れ らを相 比 べ る と、新莽嘉量 か ら求 め

得た質量 の 単位量値は あき ら か に少 ない ほ うに

偏 っ て い る。そ の 原 因 は加 工 工 程が 比 較的複雑

で 、鋳造 中に 単位質量が 設 計 の 要 求す る所 に 達

す る の が 困難 で あ っ た 可 能性 が 大 き い
。

し か し

なが ら、二 千年以 上 も昔 の 中国に お い て こ の よ

うな高水準の 科学技術 （数学 計算、金属比 重知

識 、青銅精錬鋳造技 術）を含 んだ 計 量標 準 器 を

設計、製作で きた こ とは 、尊ぶ べ き こ とで ある 。

我 々 は 心底か ら 占人 の 聡明な 才知 と倦む こ とな

き探究心 に対 し深 甚な 敬 意 を表 す る もの で あ る。
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